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はじめに

「ろ過機及び循環配管は一週間に１回
以上、ろ過器を十分に逆洗して汚れを
排出するとともに、ろ過器及び循環配
管について適切な消毒方法で生物膜
を除去すること」

レジオネラ防止対策として

その１
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「年に１回程度は循環配管内の生物膜
の状況を点検し、必要とあれば生物膜
を除去することが望ましい」

その2

以上のような指導がなされている
にも関わらず感染例が後をたたない。

従来の「３％過酸化水素」洗浄では
不十分ではないのか？
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概要

○目的
浴槽内のバイオフィルムの除去及び、
浮遊レジオネラ属菌を死滅（陰性）させる
洗浄方法の検証

○対象
近畿２府２県下の浴槽１７施設
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レジオネラ属菌検査

培養法
迅速検査法

（ＬＡＭＰ法を使用）

検出
（生菌）

不検出
陽性

（生菌・死菌に関わらず
遺伝子があれば陽性となる）

陰性
（生菌・死菌いない

＝死滅）

レジオネラ確認方法

※迅速検査法で陰性を示すものを死滅と表現する。

検証方法と分析結果
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検証方法①

次亜塩素酸ナトリウムによる
レジオネラ属菌消毒実験〈前実験〉

【Ｓtep１】
遊離残留塩素濃度 0.1～10mg/Lの間８点
の検液作成

【Ｓtep2】
レジオネラ属菌の菌液を添加

【Ｓtep３】
循環時間（10～60分）ごとに迅速検査法にて
分析
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分析結果①

処理時間３０分程度

分析結果①

遊離残留塩素濃度０．８ mg/L以上
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分析結果①より

◎次亜塩素酸ナトリウム濃度1.0 ｍｇ/L

☆最適な条件

◎消毒時間30分

５％過酸化水素洗浄 ＋ ３回換水

５％過酸化水素洗浄 ＋ ３回換水
＋ 1.0 mg/l次亜塩素酸ナトリウム消毒

検証方法②-1,2
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5％過酸化水素洗浄 ＋ ３回換水

検証方法②-1
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分析結果②‐１

洗浄後、拡散したレジオネラ属菌
が

配管内に残っていたのでは？
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5％過酸化水素洗浄 ＋ ３回換水
＋ 1.0 mg/l次亜塩素酸ナトリウム消毒

検証方法②-２
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いずれの処理時間でも
レジオネラ属菌の生菌は
確認されませんでした
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２０分以上、消毒処理を行うと
レジオネラ属菌が検出ません

でした
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考察

・浴槽内のバイオフィルム除去と

浴槽水中浮遊レジオネラ属菌の死滅

（陰性）には、過酸化水素洗浄後、低濃度

（1.0 ｍｇ/ｌ）・短時間（３０分間）の

次亜塩素酸ナトリウムが有効である。

１点目
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・過酸化水素洗浄は、系統内の

バイオフィルムを剥離、破壊することで

洗浄するが、反面菌の拡散にも繋がるので

十分注意が必要である。

２点目

・過酸化水素での洗浄後に次亜塩素酸

ナトリウム消毒を行うことは、

レジオネラ属菌への消毒・殺菌効果を

高め、再発生のリスク低減に繋がる。

３点目


